
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども防災宿泊体験を行います！ 

～武蔵台小中学校５年生～ 

 
日高市立武蔵台小中学校では、ふるさと科（総合的な学習の時間）において、第

５学年の児童が防災教育を学びます。 

災害時に避難所となる学校に実際に宿泊し、避難所での生活を体験することで、

防災に関する知識や技能を深めます。 

また、令和８年度からの新たな取り組みとして、地域の武蔵台自治会・横手台自

治会をはじめ、日高市役所、飯能日高消防署日高分署と連携し、実践的な防災訓練

や避難所体験を実施します。 

 

１ 事業概要 

（１） 実施内容 

地域と連携した避難所宿泊体験による防災教育 

 

（２） 実施校 

日高市立武蔵台小中学校 

対象学年 第５学年（28人） 

 

（３） 協力 

    武蔵台自治会、横手台自治会 

    日高市役所 

    飯能日高消防署日高分署 

       

（４） 期日 

宿泊学習：令和８年７月23日（木）～24日（金） １泊２日 

    

 

 

情 報 提 供 資 料 
 令和８年７月 22 日(水) 

日 高 市 
教育部学校教育課学務担当 

℡042-989-2111 内線 5521 

課長 下ノ坊 圭 

担当者職・氏名 主査・青戸 裕美 

 

 



２ 防災教育の概要 

  児童は、オリエンテーリングの中で校内のさまざまな場所に行き、実際に給水車

の水を汲んだり、トイレカーの中に入ったり、救助袋を使って避難の仕方を学んだ

りします。 

また、教職員も児童とともに活動し、火災時の避難方法や災害時に求められる行

動について、体験を通して理解を深めます。 

 

【主な内容】 

令和８年７月24日（金） 

午前９時～10時 避難袋を利用した３階からの避難、トイレカー・給

水車の体験活動 

午後１時30分～２時30分 煙体験、起震車（雨天の場合は煙体験のみ） 

 

      

３ 体験する効果 

  児童一人一人が実感を伴う体験をすることで、防災に関する新たな知識や技能を 

身に付けることができます。 

特に当校では、振り返りの活動を重視しているため、この宿泊学習で得た学びや

仲間と協力することの大切さを実感し、２学期以降の音楽会や運動会などの学校行

事においても、その経験を生かして互いに協力しながら活動できるよう支援してい

きます。 

 

４ 記者の皆様へ 

  取材に関するご連絡・宿泊学習全般に関するお問い合わせは学校教育課へ、 

  防災教育に関するお問い合わせは危機管理課へお願いいたします。 

 


